
学校における新型コロナ感染拡大防止対策  

 ５月１６日（月）～３１日（火）まで「子ども

の感染拡大防止重点対策」措置を行う期間となる

通知が入りました。 

 

 

 この期間中は，以下の点に配慮しながら教育活

動を行います。 

① 感染リスクの高い学習活動（調理実習・歌唱・

楽器の演奏・グループ活動）については，可能

な限り感染症対策を行ったうえで実施する。 

② 宿泊を伴う学校行事ついては，教育的意義を

考慮し，可能な限り感染症対策を行ったうえで

実施する。 

③ 特設クラブの活動は，適切な感染症対策を行

ったうえで，準備や後片付けを除いた活動時間

を平日１時間以内とする。 

④ この期間中は，児童生徒等の同居する家族に

未診断の発熱等の症状が見られる場合の出席停

止の措置を継続する。 

 新型コロナウィルス感染防止のための学級

閉鎖及びＰＣＲ検査について 

① 目的 

  市内における新型コロナウィルスの感染

者では，小中学生が占める割合が高い。その

ため，家庭内感染を介して，社会全体への感

染拡大が懸念される。そのため，小中学校の

同学級で新規感染者が複数確認された場合

には，ＰＣＲ検査を行う。 

② 実施期間  

令和４年5月１７日（火）から感染者数が

減少するまでの当面の期間。 

③ 実施方法 

  同学級で感染者が３人程度確認された時

点で，感染経路等状況を踏まえ，学校と教育

委員会が協議し，教育委員会の判断で学級閉

鎖（５日間）の必要の有無を決定する。 

  学級閉鎖となった学級においては，担任及

び児童全員のＰＣＲ検査を実施する。 

 新型コロナの未然防止及び体調不良の早期発見 

のためにも，登校前の体温測定と健康観察へのご 

協力を宜しくお願い致します。 

5/11特定外来生物法の改正が決まりました。 

 

 

 

 

            

 

 上の２種類の生き物は，子どもたちに人気のあ

るアメリカザリガニとアカミミガメです。アカミ

ミガメは，日和田小学校の観察池にもいます。 

 この２種類の生き物は，我が国の生態系等に大

きな影響を及ぼす特定外来生物に指定されていま

す。しかし，アカミミガメは約１６０万匹、アメ

リカザリガニは約５４０万匹が家庭や学校で飼わ

れており、一律に規制すると放流につながるとし

て，一律の規制は見送られてきました。 

 ５月１１日の参議院で放流や販売を禁止する改

正外来生物法が成立しました。 

 現在，ご家庭でアメリカザリガニとアカミミガ

メなどを飼育されている場合，大きくなり過ぎて

飼えなくなったからといって，近くの池や川など

に放流することは法令違反となりますので，くれ

ぐれもご注意ください。 
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